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 太田地区図書委員 ビブリオバトル大会報告   

 
  夏休み中の８月７日（金）、本校が会場となり太田地区図書委員ビブリオバトル大会が開催されました。 

太田地区８校の図書委員代表がおすすめの本を発表しました。発表者８名のほか、１５名の観戦者が参加しました。 
チャンプ本に選ばれたのは、市立太田高校２年     さんが発表した『砂糖菓子の弾丸は撃ちぬけない』でした。 
本校の図書委員代表の     さんは、『コーヒーが冷めないうちに』を発表しました。 
とても立派な発表ができ、多くの得票がありました。お疲れ様でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校校長先生より挨拶          本校発表者     さん      本校観戦者  さん（右） 
                                           さん（左） 
      

 全国高等学校ビブリオバトル群馬県大会 参加生徒募集  

 
  お気に入りの本を持ち寄り、その本の魅力を紹介してみませんか？ 

今年度も読書週間のイベントとして、群馬県立図書館で全国大会の予選となる県大会が開催されます。 
  優勝者（チャンプ本紹介者）は、令和６年１月開催予定の全国大会への出場権を得られます。 
 
   日時 令和５年１１月３日（金） １２：２０～１６：４０ 

   場所 群馬県立図書館 前橋市日吉町１－９－１ 
 
   〇 各校より１名参加できます。本校の参加希望者が２名以上のときは、校内予選を行います。 

     申込みは９月２１日（木）までに、本校の図書室までお願いします。 

     図書室の掲示板には、ポスターを掲示してあります。 
 

 新着図書の紹介   

 

－参加した卒業年次・     さんよりー 
 
私は、８月２日から４日までの三日間、群馬県立図書館夏休

み高校生ボランティアに参加してきました。群馬県内２３校の
生徒が集まり、お互いに協力し合いながらボランティア活動に
取り組みました。 
書架整理をはじめ、本のポップ作りやビブリオバトルなど、

本を通じて交流を深める活動を行いました。初めてビブリオバ
トルに参加して、読んだことのない本のジャンルを知ることが
できたり、好きな本について紹介することができたり、これま
で以上に本の興味関心を高めることができた三日間でした。 

 

コロナ禍で黒く塗りつぶさ

れた中三の夏。その中でも

がきながら自分たちらしい

生き方を掴み取っていく中

学生たちの、疾走する爪痕

を描く物語。 

 

多くの人から、当たり前に

あるはずのものを奪ってい

ったであろう時代。それで

も、あの日々が連れてきて

くれたもの、与えてくれた

ものが確かにあった。 

２０１４年ロンドンで実際

に起きた占拠事件をモデル

とした小説。理不尽な理由

で住宅退去を迫られたシン

グルマザーたちが立ち上が

る。 

 

 

星川駒子は県立高校の図書

館に勤める学校司書だ。駒

子と出入りの書店員・針谷

敬斗のもとには、図書館や

本にまつわる謎が次々と持

ち込まれる！ 
 

 

 

   「生きる意味」や「生きる目

的」って必要ですか？ 不思

議な姉弟のメメンとモリの

会話から、そのヒントが見つ

かるかもしれません。 

輝く瞬間はいつも永遠では

ない。それでも、時には堂

々と、時には淡々と、私ら

しく輝けばいい。静かな夜、

ひとりで読みたくなる珠玉

のエッセイ。 

   


